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Garrard 401の再構成(19) 

―フォノステージの試聴’(1)― 

 

１． はじめに 

 前報(18)に引き続き Garrard 401 のカートリッジを Ortofon Royal N として、さら

にフォノイコライザーを替えてみます。併せて、スピーカーアキュライザーの効果も

確認します。 

 

２． Garrard 401の再構成の試聴方法 

 カートリッジは、前報(16)から Ortofon Royal Nとして、フォノイコライザーを替え

てきました。 

前報(16) 47研 4718 

前報(17) 若松通商 Maranz7タイププリ 

前報(18)   iFi iPhono 

そして、Garrad401とフォノイコライザーのアースラインには、仮想アースの

Crystal Eを接続しています。しかながら、スピーカーアキュライザーは使用して

いませんでしたので、この機会に再度聴き直してみます。なお、スピーカーアキュ

ライザーは、スピーカーアキュライザーの活用(1)で報告のとおり、新しい設置条件

に変更しています。 

使用するフォノイコライザーは、47研 4718に戻し、また、このところ使用してい

なかった Leak Pont1のフォノ入力も使用してみます。 

 Garad401→47研 4718→TruPhase 

 Garad401→My Sonic STAGE 1030→Leak Pont1→TruPhase 

試聴音源は下記を使用します。 

LONDON SLC 1138 

ファリャ 三角帽子 

      アンセルメ指揮スイスロマンド 

     ARCHIV(日本ポリドール)  28MA 0020 

      J.S.Bach チェンバロ協奏曲 

      トレヴァー・ピノック指揮イングリッシュコンサート 

harmonia mundi（Deutche） KUX-3248-H 

      ミトマニア 

      ベーレン・ゲスリン 

キングレコード SKA-104 



愛と自然の歌 

      倍賞千恵子 

 

３． Garrard 401の再構成の試聴結果  

47研 4718では、ファリャの三角帽子は、この盤の特徴である音の立ち上がり感も

十分ですし、ベルガンサの位置関係もしっかり出ています。 

バッハのチェンバロ協奏曲は、チェンバロの繊細な表現や古楽アンサンブルのイン

グリッシュコンサートの解像度も十分です。 

 ミトマニアは、47研 4718の抜けの良さはそのままにボーカルのニュアンスやバッ

クの古楽器の質感がしっかり出ています。 

 倍賞千恵子は、ボーカルに伸び伸びと張りがあり、伴奏の音の質感もよく出ていま

す。 

 以上のように、スピーカーアキュライザーの効果で随分と印象が変わっています。 

 次に、47研 4718のMCダイレクト入力に替えて、STAGE 1030経由で Leak 

Pont1に接続します。 

Leak Pont1は長らくライン入力しか使っていなかったので、Phono入力を使おう

としたら音がでませんでした。そこでアンプに詳しいオーディオ仲間に修理をお願

いし、無事修理が完了しました。 

設置に際して、AC電源ケーブルと電源部から本体への電源供給ケーブルに電磁波

吸収テープ NRF-005Tを巻き、本体のインシュレーターはマグナライザーを使用し

ます。また、本体にはアースポイントがありませんので、シャシーから仮想アース

Crstal Eに繋ぐようにします。 

  

STAGE 1030経由の Leak Pont1のフォノステージでは、ファリャの三角帽子は、

この曲の特徴である、立ち上がりの鋭さは後退し、全体的に大人し目の音になりま

す。 

バッハのチェンバロ協奏曲は、これも抑制の効いた穏やかな音がします。 

 ミトマニアは、ボーカルのニュアンスは十分に出ています。 



 倍賞千恵子は、ボーカルのニュアンスは十分に出ていますし、バックの楽器の質感

も十分です。 

問題点としては、Leak Pont1のフォノステージのゲインが小さいことで、カッティ

ングレベルの小さい盤では、TruPhaseのヴォリュームをいっぱいに上げる必要が

あることです。このことから、Ortofon Royal Nの出力が小さいこともあり、出力

の大きいカートリッジに替えることを検討します。 

以上から、Garad401からの再生でも、スピーカーアキュライザーの効果を確認す

ることができましたが、Leak Pont1のフォノステージのゲインが小さく、Ortofon 

Royal Nとのマッチングに問題のあることが分りました。 

 

４． まとめ 

 Ortofon Royal Nを装着した Garad401の再生において二つのフォノステージの評

価を行い、それぞれの特徴が把握できました。また、Garad401からの再生でも、

スピーカーアキュライザーの効果を確認することができました。 

 

 

以上 

 


